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研究成果概要 
 
大気ニュートリノシミュレーションにおいて、生成されたパイオンの核内反応断面
積を、π-12Cやπ photo productionの実験結果を用いてチューンを行った。従来のシ
ミュレーションでは、Pπ > 500 MeV/c において、charge exchange とQE scatterin
gが小さい傾向にあったが、このチューンによってデータとよく一致するようになっ
た。また、高い運動量領域では前方散乱しか考慮していなかったが、Partial Wave 
Analysis を導入することによって後方散乱も考慮されるようになった。 
 脱励起に伴うガンマ線の放出確率は、酸素原子核がS状態のものについての最近の
実験結果をシミュレーションに取り入れた。これによりニュートリノの中性カレン
ト弾性散乱事象をより精密にMCで再現できることが期待される。 
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